
【対象児】
サガ　ハナ 手帳の有無　　　　　

　　佐賀　花 　　　　　　　　　　　　　　　　　☑手帳なし

（　　　８　　歳） 　　　　　　　　　　　　　　　□身体障害者手帳　　（　　　　　）級

　佐賀 　　　　　　　　　　　　　　　□療育手帳　　　　　   （　　　　　）

園・小学校（普通級・支援級）・中学校（普通級・支援級）・高等学校等 　　　　　　　　　　　　　　　□精神保健福祉手帳 （　　　　　）級

１．健康・生活

（1）食事 設問・留意点・特記事項

1 1人で食べることができる

〇 2 見守りや声掛けがあればできる

3 一部支援が必要である

4 常に支援が必要である

（2）排せつ 設問・留意点・特記事項

1 1人でトイレに移動して排せつすることができる

2
見守りや声掛けがあればトイレに移動して排せつすることがで
きる

3 一部支援が必要である

4 常に支援が必要である

（3）入浴 設問・留意点・特記事項

1 1人で入浴することができる

2 見守りや声掛けがあれば入浴することができる

3 一部支援が必要である

4 常に支援が必要である

（4）衣類の着脱 設問・留意点・特記事項

1 1人で衣類の着脱ができる

2 見守りや声掛けがあれば衣類の着脱ができる

3 一部支援が必要である

4 常に支援が必要である

２．感覚・運動

（5）感覚器官（聞こえ） 設問・留意点・特記事項

1 特に問題なく聞こえる

2 補聴器などの補助装具があれば聞こえる

3 聞き取りにくい音がある/過敏等で補助装具が必要である

4 音や声を聞き取ることが難しい

（6）感覚器官（口腔機能） 設問・留意点・特記事項

1 噛んで飲み込むことができる

2 柔らかい食べ物を押しつぶして食べることができる

3 介助があれば口を開き、口を閉じて飲み込むことができる

4 哺乳瓶などを使用している/口から食べることが難しい

（7）姿勢の保持（座る） 設問・留意点・特記事項

1 1人で座り、手を使って遊ぶことができる

2 手で支えて座ることができる

3 身体の一部を支えると座ることができる

4 座るために全身を支える必要がある

（8）運動の基本技能（目と足の協応） 設問・留意点・特記事項

1 ケンケンが3回以上できる

2 交互に足を出して階段を昇り・降りできる

3 両足同時にジャンプし、転倒せずに着地できる

4 階段は同じ足を先に出して昇る

5 どの動きも難しい

（9）運動の基本的技能（移動） 設問・留意点・特記事項

1 1人で歩くことができる

2 1人で歩くことはできるが近くでの見守りが必要である

3
1人で歩くことができるが、手をつなぐなどのサポートや杖・保
護防などの補助具が必要

4 1人で歩くことが難しい

３．認知・行動

（10）危険回避行動 設問・留意点・特記事項

1 自発的に危険を回避することができる

2 声掛け等があれば危機を回避することができる

3 危険を回避するためには、支援者の介入が必要である

「一人でトイレへ行き、排せつができますか。」
○ 尿意、便意の表出があるか、トイレでの排泄に関する一連の動作がどの程度行うことができるのか、便座
への昇降や姿勢の保持などに介助を要するのか、清潔に対しての認識はどの程度か判断すること。○ ３歳
未満の場合には「③一部支援を必要とする」「④常に支援が必要である」とする。

障害児の調査項目
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所属

「食事をする際に、大人の支援（手伝い）が必要ですか。」
○ 場所・人・時間・食具・食事の形態など、身体の成長発達と情緒面の成長でどの程度の支援が必要である
か判断すること。○ ３歳未満の場合には「③一部手伝いがあれば食べられる」又は「④常に手伝いが必要で
ある」とする。○ 場所（自宅と保育所・学校等）によって食事の摂取状況が異なる場合には、食べない状況を
基に判断すること。

「入浴の際には、大人の支援（手伝い）が必要ですか。」
○ 入浴に関する一連の行為とは、入浴前の脱衣から、入浴中の行為、入浴後の着衣までの行為をいう。○
３歳未満の場合には「④常に支援が必要である」とする。

「 着替える時に手伝いが必要ですか。/ 汚れた時や濡れた時に自ら着替
えることができますか。」
○ ３歳未満の場合には「③一部支援があれば着脱衣ができる」「④常に支援が必要である」とする。

「物の音や人の声が聞こえていますか。」

「食べ物をよく噛んで飲み込むことができますか。」
○ 咀嚼・嚥下の状態や食材の形態に違いがあるかを確認すること。○ 口腔機能について、機能上の課題
があるかどうかを判断すること。

「一人で座り、手を使って遊ぶことができますか。」
○ 座位は臀部が床（座面）に接地しており、横座り、割座、胡坐、投げ出し座りなど、こども本人が可能な方
法で良い。

「階段昇降・ジャンプ・ケンケンができますか。」

「一人で歩いて移動することができますか。」
○ 補装具等の福祉用具を使用している場合は、使用している状況に基づき判断するものとするが、必要な
配慮等について十分に聴き取り判断をすること。

「危険なことがわかり、気をつけることができますか。」

（1）～（20）まで

右側の設問に対して該当するものに〇

をつけてください。

中高生は（23）までご回答ください。


